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1. 準備 

JobControl®のバージョンを確認します。 

 

Ver.10、ver.11をご使用の方はこのまま進んでください。 

Ver.９以前をご使用の方は、トロテックまでご連絡ください。 

 
JobControl®のヘルプから JobControl®についてを選択します。 

 
バージョン情報が表示されますのでご確認ください。上記は ver.10.7 

 

2. JobControl®のバックアップ 

バックアップは、材料データベース、よく使用するジョブの二点です。 
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材料データベースの左下にある歯車マークをクリックし、メニューから［全てをエクスポー

ト］を選択します。 

 

ジョブのバックアップはエクスプローラーから、以下の場所を確認してください。 

この中から必要なファイル（ジョブ）をコピーして、USB メモリなどにコピーして下さい。 
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3. iniファイルのコピー（設定ファイル） 

レーザー機毎の設定ファイルを以下の場所からコピーします。 

jc.ini が設定ファイルになりますので、他のバックアップファイルと同様に USB メモリな

どにコピーしてください。 

 

4. Ruby®インストーラーのダウンロード 

以下リンクから Ruby®インストーラーをダウンロードします。 

Ruby® レーザーソフトウェア｜トロテック・レーザー 

 
 

ブラウザ画面右上にダウンロードの詳細が表示されます。 

 
 

ファイルは PCのダウンロードフォルダに保存されます。 

https://www.troteclaser.com/ja/laser-machines/laser-software
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※ダウンロードにかかる時間はご使用のインターネット環境により異なります。 

 

5. インストール前の準備 

Ruby®のインストール前に PCのWindows updateを行います。 

 

その他のオプションにある詳細オプションを開きます。 

 
 

その他の Microsoft製品の更新プログラムを受け取るをオンにします。 

 
 

［最新の状態です］と表示されるまで、アップデートを行います。 

特に新しい PCでは、何度か行う必要があります。 
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6. Ruby®のインストール 

ダウンロードしたインストーラーを実行します。 

 
 

7. ユーザーアカウントの作成 

インストール後に表示されるログイン画面で、アカウントの作成を行います。 

 
 

赤枠内を記入します。 

シリアルナンバー欄はご使用中のレーザー加工機のシリアルナンバーを入力してください。 

※例)S1-2703 
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正常に受け付けられると、入力したメールアドレス宛にアカウント情報の記載されたメール

が届きます。 

8. Ruby®へのログイン 

メールで届いたパスワードを使ってログインします。 

※メールに記載されたパスワードは初期パスワードです。 

再インストールなどの際に使用しますので、保存してください。 

 
9. ログイン後の初期設定 

ログイン後に以下の初期設定を行います。 

① レーザー加工機のシリアルナンバーを登録 

② 材料データベースのインポート 

③ 加工データのインポート 

※②③は不要な場合は行わずに使用可能です。 

  ①シリアルナンバーの登録 

   Windows画面の右下にある Ruby®のアイコン上で右クリックします。 

その後、import configuration → From JC ini file を選択します。 

3.で保存したファイルを指定します。 
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正常に設定されると、画面にシリアルナンバーが表示されます。 

 
 

②材料データベースのインポート 

2. で保存した材料データベースのファイルをインポートします。 

画面左上の三本線のアイコンをクリックします。 

その後、材料を選択します。 

 
材料リストの左上にある三つの点のアイコンをクリックします。 

メニューから［ファイルからインポート］を選択します。 
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③ 加工データのインポート 

３でバックアップしたジョブデータ（加工データ）をインポートします。 

画面の□が四つ並んだアイコンをクリックします。 

その後、ファイルをインポートをクリックします。 

 
ファイルの選択画面が表示されますので、インポートしたいファイルを指定します。 

 

※ファイルを直接ドラッグアンドドロップでこの画面に落とすことでもインポート可能

です。 

 

10. Ruby®と JobControl®の切り替え 

Ruby®は起動すると自動でレーザー加工機と接続処理を行います。 
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接続されない場合は、以下をご確認ください。 

画面右下の Ruby®のアイコンを右クリックします。 

レーザーモードを Ruby®に切り替えます。 

※一旦 JobControl®に切り替えてから、再度 Ruby®に戻すことでも対応できます。 

  
 

以上で Ruby®の使用準備は完了です。 
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